
Copyright©2009 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

２０１０年３月期第２四半期決算説明会資料

執行役社長 大林 秀仁

2009/10/23

～０９年度２Ｑ累計営業利益は△７６億円、事業構造改革を推進中～
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売 上 高 ２,８１７

当期実績
増減額

営業利益

経常利益

当期利益

△７６

△７０

△５３

△１,４１７

△２０２

△２０９

△１２９

△４６

＋１４

＋０

増減額

一株利益 △３８円５８銭 △９３円５７銭

一株純資産 １,６５０円５０銭 △９１円４０銭 ー

＋００円３２銭

＋１１

２０１０年３月期第２四半期累計期間（ハイライト）

前年同期比 前回予想比

増減率 増減率

△３４％

ー

ー

ー

△２％

ー

ー

ー

＊前回予想（２００９年７月公表値）

（億円）



5Copyright©2009 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

売上高 （ ２,８６３億円 → ２,８１７億円 △４６億円 ）

営業利益 （ △８７億円 → △７６億円 ＋１１億円 ）

電子デバイスシステム：解析装置の投資抑制等により１２億円減少

ライフサイエンス：医用分析装置の好調等により２１億円増加

情報エレクトロニクス：ITソリューション、半導体デバイスの需要減等により２６億円減少

先端産業部材：太陽電池関連部材の価格下落等により２９億円減少

電子デバイスシステム：コスト低減等により４億円増加

ライフサイエンス：医用分析装置の好調等により１３億円増加

情報エレクトロニクス：ITソリューションの需要減等により５億円減少

対前回予想値（２００９年７月１Ｑ決算発表時）比較

２０１０年３月期第２四半期累計期間（偏差説明）
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0

2,500

5,000

08/9 09/9(e) 09/9

経営成績（セグメント別売上高）

2,863

445

420

775

1,223

433

441

749

1,194

ライフサイエンス

情報エレクトロニクス

先端産業部材

電子デバイスシステム△５０％

売上高

前年同期比

△３４％

2,817 

△１０％

△２９％

△３４％

4,234

863

491

1,059

1,820

（億円）

(e)は前回予想（２００９年７月公表値）
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-200

0

200

経営成績（セグメント別営業利益）

△87

△135

58

7
△17

△131

71

6

△22

ライフサイエンス

先端産業部材

電子デバイスシステム

営業利益

前年同期比

ー％

△76

ー％

△３６％

ー％

△６０％

08/9                 09/9(e)                09/9

126

△4

110

3
16

（億円）

(e)は前回予想（２００９年７月公表値）

情報エレクトロニクス
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経営成績（損益計算書〔要約〕）

増減率増減額

ー

ー

ー

△８５％

△６４％

ー

△２％

△４１％

ー

△１３％

△４４％

△３２％

△３３％

前年同期比
当期実績

△１２９

△８０

△２０９

△５

△５

△２０９

△０

△７

△２０２

△５８

△２６０

△１,１５７

△１,４１７

△１５法人税等

△６８税金等調整前当期純損失

△５３当期純損失

１０営業外収益

４営業外費用

△７０経常損失

３特別利益

１特別損失

４０１販売費及び一般管理費

△７６営業損失

３２５売上総利益

２,４９２売上原価

２,８１７売上高

（億円）２０１０年３月期第２四半期累計
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財政状態（貸借対照表〔要約〕）

株主資本

評価・換算差額等

退職給付引当金

△３５０３,９２６負債及び純資産合計△３５０３,９２６資産合計

＋０２少数株主持分

＋３△５△３２３９投資その他の資産

△７４２,２７５＋２４５無形固定資産

△７０２,２７２純資産△２５８３有形固定資産

△２８その他△３８６７固定資産

＋１２５５△２１２２３その他

△１２６３固定負債△８５６３４たな卸資産

△１２２４０９その他△２０６１,３３７受取手形及び売掛金

△１５７９８２支払手形及び買掛金△３５８６４現預金、関係会社預け金

△２７９１,３９１流動負債△３４７３,０５９流動資産

２００９年９月末 （億円） ０９/３末比０９/３末比
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財政状態（キャッシュ・フロー計算書〔要約〕）

現金及び現金同等物の
０９/９月末残高

△０その他＋４６減価償却費

△４５その他

△６５フリー・キャッシュ・フロー

＋６９６＋３１法人税等還付額

増減額

△４５固定資産取得・売却

＋４有価証券の取得・売却

＋７９６期首残高△８６
投資活動による
キャッシュ・フロー

△１００△１００その他

△１４換算差額＋１１１運転資金

△２１配当金の支払△６８税引前利益

△２１
財務活動による
キャッシュ・フロー

＋２０
営業活動による
キャッシュ・フロー

（億円） ０９/上 ０９/上
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（注）YY/MはYY年M月期を表しています。
（e)は、前回予想（2009年7月公表値）
（e1)は、今回予想（2009年10月公表値）

ⅡⅡ ２０１０年３月期 業績予想概要２０１０年３月期 業績予想概要
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２０１０年３月期業績予想（ハイライト）

（注）想定レート：１ＵＳＤ＝ ９０円

１ＥＵＲ＝１２５円

売 上 高 ６,０００

今回予想

営業利益

経常利益

当期利益

△６６

△６０

△６３

△１,７５０

△２１５

△２２５

△１３４

△３８０

△１２

△６

一株利益 △４５円８０銭 △９７円２４銭

一株配当 １０円００銭 △２０円００銭 ００円００銭

△４円３６銭

ＲＯＥ △２.７％ △５.８％

ＦＩＶ △１７７ △１５６ △１２

△０.２％

△１９

＊前回予想（２００９年７月公表値）

増減額 増減額

前年同期比 前回予想比

増減率 増減率

△２３％

ー

ー

ー

△６％

ー

ー

ー

（億円）
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対前回予想値（２００９年７月１Ｑ決算発表時）比較

２０１０年３月期業績予想（営業利益偏差説明）

営業利益 （ △４７億円 → △６６億円 △１９億円 ）

△６６億円

操業度悪化
△７５億円

売価変動他
＋１億円 固定費削減

＋５５億円

前回予想 今回予想

△４７億円

0

人員の適正化
０９/３末 → １０/３末 △１,４５０人（０９/９末 △９１０人）
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0

5,000

10,000

09/3 10/3 (e ) 10/3 (e1 )

２０１０年３月期業績予想（セグメント別売上高）

売上高

7,750

6,000

1,200

860

1,735

2,585

ライフサイエンス

情報エレクトロニクス

先端産業部材

電子デバイスシステム

前年同期比

6,380

1,110

870

1,630

2,390

△３４％

△２３％

△１１％

△２０％

△２２％

1,683

977

2,038

3,051

（億円）



15Copyright©2009 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

-250

0

250

２０１０年３月期業績予想（セグメント別営業利益）

149

△66

ライフサイエンス

情報エレクトロニクス

先端産業部材

電子デバイスシステム

営業利益

前年同期比

△47

114

△12

△169

20

△194

△17

15

130

ー％

ー％

△３３％

ー％

△２０％

△48

194

19

△16

09/3               10/3(e)            10/3(e1)

（億円）
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141

118

163

0

100

200

09/3 10/3(e1) 11/3(e1)

（半導体製造装置）市場動向

（出所）SEMI/SEAJの09年8月迄の実績値、Gartner予測及び当社推測

（注）前回予想は09年4月の09年3月期決算発表時の予想

（売上ベース）（億ＵＳＤ）

半導体製造装置（前工程）市場

前回予想

内は対前年度増減率

△28％

＋20％

△49％
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（半導体製造装置）受注高の推移

631

552

486

289 297

366

0

400

800

07/9 08/3 08/9 09/3 09/9 10/3

受注高（自社製品）の推移 受注高（自社製品）の推移（前年度比伸び率）

（％）
（億円）

(e1)

775

内は年度合計

△14

1

△34

-40

10

663

1,182

（注）上記受注高は、商事品を除いた自社製品のみの数値となっております。

08/3 09/3 10/3(e1)
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0% 50% 100%

10/3(e1)

09/3

0

600

1,200

09/3 10/3(e) 10/3(e1)

（半導体製造装置）売上高の推移

主要製品群別売上高の推移 地域別売上高比率

今後の取り組み

１．顧客価値の実現（新技術への対応、生産性：歩留まり向上、コスト削減）

２．市場の質の変化への対応（大手半導体メーカーへの投資集中、共同評価の推進）

３．コア製品・技術を軸に優位性ある分野でのポジション獲得

1,１70
前回予想比

△９％

△７％

△２％

△１１％

解析装置

後工程・
その他

プロセス
装置

（億円）

885

△１８％ 評価装置

日本 韓国 中国大陸/
台湾地域

米州・
欧州他

805

（注）プロセス装置（商事品）を除く



19Copyright©2009 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

0

3,000

6,000

09/3 10/3(e1) 11/3(e1)

（液晶関連製造装置）市場動向

液晶関連製造装置市場

（億円）（売上ベース）

5,031

1,450

（出所）SEAJ（09年07月）日本製装置市場データに基づき当社にて推測

（注）前回予想は、09年4月の09年3月期決算発表時の見通し

前回予想

3,000

2,500

730 870

内は対前年度増減率

△50％

△50％

＋20％

＋19％

非関連分野

当社関連

＋34％

＋36％
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221 210

524

85
55

149

0

300

600

07/9 08/3 08/9 09/3 09/9 10/3(e1)

△ 35

△ 66

41

10/3(e1)09/308/3

（液晶関連製造装置）受注高の推移

受注高の推移 受注高の推移（前年同期比伸び率）

（億円） （％）

50

-150

0

431

609

205

内は年度合計
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0

200

400

09/3 10/3(e) 10/3(e1) 0% 50% 100%

10/3(e1)

09/3

0% 50% 100%

10/3(e1)

09/3

（液晶関連製造装置）売上高の推移

主要製品群別売上高の推移 地域別・世代別（前工程装置）売上高比率

今後の取り組み

392

△１％

△２５％

＋２％

後工程・
その他

商事品

前工程

（億円） 日本 韓国 台湾地域 中国大陸 米州・欧州他

G4以下 G5 G6 G7 G8以上

１．大型新製品の開発、市場投入によるシェアアップ

２．新規事業開発による事業拡大（有機ＥＬ製造・検査装置、太陽電池製造装置）

３．重点地域への営業強化（中国での新規投資計画）

239 230

前回予想比

△４％
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0

400

800

09/3 10/3(e) 10/3(e1)

１．アプリケーション充実による成長市場への積極的な対応(バイオ・製薬・食品・環境・エネルギー)

２．国内外有力メーカーとのＳＣＢ(System Collaboration Business)の推進

（ライフサイエンス）売上高の推移

売上高の推移（メディカル）

前回予想比

＋３％747

630

＋３％

＋７％
検体前処理
その他

生化学
免疫分析

（億円）

今後の取り組み

650

0

150

300

09/3 10/3(e) 10/3(e1)

汎用分析
製品

バイオ
製品

△４％

△５％

230 230

前回予想比

△４％

売上高の推移（バイオ・分析）

（億円）

220
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２００９年１０月１日

住所 設置機種

設立目的

自動分析装置の研修・
デモ・学術対応施設を
都内に設立することに
より、顧客サポートを
強化し、受注拡大に
貢献する。

東京都港区
芝公園２－４－１
ダヴィンチ芝パークB館

【最寄り駅】
浜松町駅 徒歩７分
大門・芝公園駅 徒歩３分

LABOSPECT００８/００３、７７００、７１８０、９０００ 他

（ライフサイエンス）東京テクニカルセンタの開設

延面積１,０９２㎡

計８名

（注）研修写真はイメージです。

センタ員

開設時期

その他
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1,119

377 467
0

1,500

3,000

09/3 10/3（e1） 11/3(e１）

（チップマウンタ）市場動向及び売上高の推移

（出所）日本ロボット工業会資料(09年6月）調査機関資料に基づき当社作成

チップマウンタ市場 10/3重点方針売上高の推移

（億円）（工場出荷ベース）

1,931

（注）前回予想は09年4月の09年3月期決算発表時の予想

今後の取り組み

１．先行営業の徹底による市場回復に同期した拡販立ち上げとシェアアップ

２．徹底したコストダウンによる製品の競争力強化

前回予想

719
890 +24％

内は対前年度増減率

非関連分野

当社関連

△63％

△40％

△38％

△66％ +24％

0

75

150

09/3 10/3(e) 10/3（e1）

（億円）

米州

欧州

日本

アジア

前回予想比

０％

＋４０％

△４９％

△１７％

△２６％

123

76 76
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0

2,000

4,000

09/3 10/3(e) 10/3(e1)

0

1,000

2,000

09/3 10/3(e) 10/3(e1)

（商事部門）売上高の推移

情報エレクトロニクス 売上高の推移

前回予想比

△８％

△１５％

＋７％

△２％

その他

光関連
部材

電子デバイス
材料

工業材料

2,585

3,051

前回予想比

△６％

メディア
デバイス＋１０％

その他

情報
システム△３％

組立装置△１％

半導体△１２％

1,659

先端産業部材 売上高の推移

（注）チップマウンタは除く

1,915

1,554

2,390

１．好調ビジネス分野の拡大
（リチウムイオン電池、車載用ＨＤＤ、液晶関連部材、光通信等）

２．成長地域での開発の加速

今後の取り組み

（億円）（億円）
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社員の
充実度
向上

生産性
向上

組織価値
向上

コミュニケーションの強化コミュニケーションの強化

ビジネス顕微鏡とは・・・

【2008.10.8 グッドデザイン賞受賞 】

知識労働者の生産性向上を実現

“世界初”

組織内のコミュニケーションの定量分析ツール

組織改革ソリューションの流れ

２００４年：日立製作所 基礎研究所が研究開発を開始
｢ＭＩＴ等、世界最高峰の研究機関と共同研究｣

２００８年：フィジビリティスタディを開始

事業立上げの経緯

対面対面
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

ﾃﾞｰﾀﾃﾞｰﾀ

INTERNETINTERNETなどなど

基地局

お客様

日立ハイテク

【名札型センサノード】
赤外線センサ：対面コミュニケーションを分析
加速度センサ：行動リズムを分析

診断報告書

２００９年：事業化開始

組織行動
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

分析分析

報告会報告会

改善施策改善施策

（トピックス）ビジネス顕微鏡を活用した組織改革ソリューション

組織改革ソリューションの概要
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高ストレス者のリスク改善

施策前 施策後

罹病率改善予想 ７％ ３％

高ストレス者のリスク改善（１００人組織）
1M￥/人月×4%×100人 ＝ 4M￥/月

人件費改善効果 ＝ ５ 千万円／年

施策前 施策後

課題分類

正社員と協力会社との壁組織の壁

担当が仕様の不明点を抱え込む
主任層の横の繋がりが弱いチーム内の連携

◆改善効果

ビジネス顕微鏡により明らかになった課題 改善効果

高ストレス者の比率が高い社員の充実度

課題解決の改善施策を実施

施策前 施策後

生産性（相対値） １００ １１６

生産性（システム開発）の改善

生産性の改善（１００人組織）
1M￥/人月×16%×100人 ＝ 16M￥/月

業績改善効果 ＝ １.９ 億円／年

◆改善効果

A
B

C

E
D A

B

C
D

E

ﾏﾈｰｼﾞｬ

主任層

担当層

ﾏﾈｰｼﾞｬ

主任層

担当層

H

H I

I
F

F

G
G

（トピックス）ビジネス顕微鏡を活用した組織改革ソリューション

システム開発部門（１００人）における導入事例
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ⅢⅢ 参考：データ集参考：データ集

（注）YY/MはYY年M月期を表しています。



29Copyright©2009 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.

△２

２６

１９

１,８２９

０８年１Ｑ

７８

１１３

１０６

２,４０４

０８年２Ｑ

２０

３０

２３

１,６３３

０８年３Ｑ

△２５

△４

１

１,８８３

０８年４Ｑ

△３３△２０当 期 利 益

△３７△３２経 常 利 益

△３８△３８営 業 利 益

１,４９２１,３２５売 上 高

０９年２Ｑ０９年１Ｑ

（億円）

■セグメント別売上高
（億円）

四半期業績の推移

８８８

４４３

２４８

２５０

０８年１Ｑ

９３３

６１６

２４３

６１２

０８年２Ｑ

６７３

４２０

２１３

３２７

０８年３Ｑ

５５８

５５８

２７３

４９４

０８年４Ｑ

６２８５６６先端産業部材

３９８３５２情報エレクトロニクス

２３３２０７ライフサイエンス

２３３２００電子デバイスシステム

０９年２Ｑ０９年１Ｑ
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設備投資額・減価償却費・研究開発費

１９３

９９

８５

１０／３
（e1）

９４

４６

５２

０９／１H

２１５

９５

１２２

０９／３

△１０％△１１％１０６研究開発費

＋４％＋７％４３減価償却費

△３１％△８％５７設備投資額

前年
同期比

前年
同期比

０８／１H

（億円）

前年同期比 増減説明 （０９年度）

設備投資額： ３７億円減少

・那珂事業所増改築の延期など

研究開発費： ２２億円減少

・電子デバイスシステム、ライフサイエンスの要素技術開発など

（注）設備投資額は取得ベースにて記載
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主要製品群別売上高の状況

４５５

３３８

４９５

１,１０１

２,３９０

３１１

１６９

１８３

１７４

７９３

１,６３０

２６

６４５

１９９

８７０

１５７

１７

２３０

４９５

２１１

１,１１０

１０／３(e1)

△２２％３,０５１△３４％１,１９４１,８２０先端産業部材

△２７％１,５１７△３９％５５１９００工業材料

△３０％７０７△４３％２６５４６４電子デバイス材料

＋１７％２８８＋４％１６２１５５光関連部材

△２０％２,０３８△２９％７４９１,０５９情報エレクトロニクス

△１９％９７６△１９％３７１４５９情報システム

△２２％２２２△５５％６５１４３組立装置

△３１％２６５△５０％８４１６８半導体

△１８％２０５△２４％９５１２４メディアデバイス

△１１％９７７△１０％４４１４９１ライフサイエンス

＋１％１９６△３％９０９３バイオ・分析

△１２％７３０△８％３３９３６７メディカル

△６５％４８△７９％７３１ＨＤ関連製造装置

△３４％１,６８３△５０％４３３８６３電子デバイスシステム

△６０％５３２△６６％９７２８８プロセス装置

△５％５１９△３８％１７５２８１評価・解析装置

△４１％３９２△４８％７２１３８液晶関連製造装置

△１８％１９２△３４％８２１２４その他

３０２

１６４

３２

０８／９

２１７

１３３

１２

０９／９

△２８％

△１９％

△６２％

前年同期比

５４０

３７０

５１

０９／３

△１６％

△１６％

△４９％

前年同期比

その他

その他

その他

（億円）

（注）０９／３の“組立装置”（情報エレクトロニクス）と“工業材料”（先端産業部材）の数値を訂正しました。
前回掲載値との差額はそれぞれのセグメントの“その他”に計上しております。
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＜資料取り扱い上の注意＞
① 本プレゼンテーションで述べられている決算概要及び業績予想は、注記がある場合を除き、すべて連結です。
②YY/M（e）はYY年M月期予想を表しています。
③ 数値情報は、億円未満を四捨五入しています。
④ 増減率は、基本的に円単位で計算しています。
⑤ 本プレゼンテーションで述べられている将来の当社業績に関する予想は、現時点で知りうる情報をもとに策定されたものです。当社の参画する産業界はテクノロジーの変化が速く、

競争の激しい産業です。また、世界経済、半導体市況、為替相場など、当社の業績に直接的・間接的に影響を与える様々な外部要因があります。したがいまして、今後、当社の業績が
本プレゼンテーションと異なる可能性があることをお含みおきください。但し、大きな変動がある場合は、証券取引所の適時開示規則及び当社の自発的判断等に基づき、その都度
公表していく所存です。

また、この資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断で
なさるようにお願いいたします。
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２０１０年３月期第２四半期 決算説明会

END

お問合せ先
社長室 広報・IRグループ 部長代理 加藤 弘之
TEL：03-3504-5138 FAX：03-3504-5943
E-mail：kato-hiroyuki@nst.hitachi-hitec.com


